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ＺＥＨ時代の窓は、アルミ樹脂が標準に。
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Ｌｏｗ-Ｅ複層ガラス（ガスなし）の場合の熱貫流率（Ｗ/Ｋ・㎡）
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制度対応

平成２５年省エネ基準
認定低炭素住宅

地域型住宅グリーン化事業

ＺＥＨ（ネットゼロエネルギーハウス）

○ ＊設計によっては不可 ◎

◆ 大手ハウスメーカーのＺＥＨ仕様は、多くが、アルミ樹脂複合サッシ+Ｌｏｗ-Ｅ複層ガラスを採用。

主な製品

デュオＰＧ、サーモスⅡ-Ｓ
エイピアＪ
マディオＰ

サーモスⅡ-Ｈ、サーモスＬ
ＡＰＷ３１０、エピソード
マディオＪ、アルジオ

マイスターⅡ、エルスターＸ
ＡＰＷ３３０、ＡＰＷ４３０
スマージュ、トリプルスマージュ

主要メーカー３社（１行目：ＬＩＸＩＬ、２行目：ＹＫＫＡＰ、３行目：三協アルミ）

住宅の中で最も断熱が弱いのは窓！高断熱化が必要です。
■ ガラスと壁の断熱性能
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アルミサッシ+１枚ガラス

アルミサッシ+一般複層ガラス

アルミサッシ+Low-E複層ガラス

アルミ樹脂複合サッシ+Low-E複層ガラス

樹脂サッシ+Low-E複層ガラス
Low-E複層ガラスを入れても
アルミサッシだと、断熱外壁の

13％の断熱性能しかありません。

数値は樹脂サッシ工業会ホームページより
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ガラスは７割以上がＬｏｗ-Ｅ複層ガラスに。次はサッシが変わるとき。

2006年には、戸建の

全体戸数の約30％

だった、Ｌｏｗ-Ｅ複層

ガラスですが、

2015年には約74％

まで普及。

窓の高断熱化は、

確実に進んでいます。0

20

40

60

80

100
戸建住宅

複層

共同住宅

複層

戸建住宅

Low-E複層

共同住宅

Low-E複層

（％）

２０２０年には、半数のサッシは樹脂またはアルミ樹脂複合に。

「真の健康・省エネ住宅」 は、「健康で快適な暮らし」を追求します。

11.9%

47.6%

33.9%

6.6% 3.1%

48.6%39.2%

9.0%

アルミSG

アルミPG

アルミ樹脂複合

樹脂

数値は板硝子協会ホームページより

■ サッシ出荷シェアの推移

2012年実績 2020年推定

出典：経済産業省 総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 報告資料（2014年11月）

真の健康・省エネ住宅

目的

健康・快適・省エネ

ポイント

● 断熱

● 間取りの工夫

→ 温度差のない、あたたかい住宅。

● 気密

→ 計画換気で室内を快適に保つ。

→ 断熱・計画換気でエネルギー効率も良くなる。

ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）

目的

ゼロエネ（エネルギー収支ゼロ）

ポイント

● 断熱

→ エネルギー消費を抑える。

● 創エネ

→ 太陽光発電などでエネルギーを生み出す。

● エネルギー管理

→ ＨＥＭＳなどでエネルギーを管理する。


